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水
リ
ス
タ
と
企
業

グ
ロ
ー
バ
ル
ウ
オ
ー
タ
・
ジ
ャ
バ
ン
代
表

（国
連
テ
ク
ニ
カ
ル
ア
ド
バ
イ
ザ
ー
）

吉
村

和
就

人
口
約
２
億
４
千
万
人

（２
０
１
１
年
）、
大
小
１
万

８
千
の
島
々
で
構
成
さ
れ
る

イ
ン
ド
ネ
シ
ア
は
、
世
界
最

大
の
島
嶼
国
家
で
あ
る
。
そ

の
面
積
は
日
本
の
約
５
倍
の

１
９
０
万
平
方
房
で
あ
る
。

豊
富
な
天
然
資
源
に
恵
ま

れ
、
日
本
と
は
古
く
か
ら
さ

ま
ざ
ま
な
分
野
で
活
発
な
交

流
が
保
た
れ
、
現
在
、
特
に

経
済
協
力
、
貿
易
、
投
資
の

分
野
で
重
要
な
ビ
ジ
ネ
ス
パ

ー
ト
ナ
ー
に
な
っ
て
い
る
。

イ
ン
ド
ネ
シ
ア
は
ア
セ
ア

ン
の
要
に
あ
る
地
理
的
な
条

件
や
豊
富
な
労
働
力
、
Ｇ
Ｄ

Ｐ

（
国
内
総
生
産
）
の
進
展

に
伴
い
国
内
市
場
の
将
来
性

が
、
世
界
各
国
か
ら
期
待
さ

れ
て
い
る
。
す
で
に
イ
ン
ド

ネ
シ
ア
に
は
日
系
企
業
が
１

２
５
５
社

（１２
年
９
月
、
日

本
貿
易
振
興
機
構
調
査
）
進

出
し
て
お
り
、
さ
ら
に
増
加

す
る
見
込
み
で
あ
る
。
し
か

し
急
激
に
発
展
す
る
同
国
の

悩
み
は
社
会
イ
ン
フ
ラ
の
整

備
が
追
い
付
い
て
い
な
い
こ

と
で
あ
る
。
今
回
は
水
イ
ン

フ
ラ
に
触
れ
て
み
た
い
。

イ
ン
ド
ネ
シ
ア
の
気
候
は

典
型
的
な
熱
帯
性
気
候
で
あ

る
。
し
か
し
細
分
化
す
る
と

ス
マ
ト
ラ
島
や
カ
リ
マ
ン
タ

ン
島
な
ど
は
年
間
を
通
し
て

降
雨
量
の
多
い
熱
帯
雨
林
気

候
で
水
資
源
は
豊
富
で
あ
る

が
、
ジ
ャ
ワ
島
西
部
は
雨
季

（１
月
～
４
月
）や
乾
季

（５

月
～
１０
月
）
の
あ
る
熱
帯
モ

ン
ス
ー
ン
気
候
で
乾
季
に
水

不
足
が
発
生
す
る
。
ジ
ャ
ワ

島
東
部
お
よ
び
以
東
は
乾
燥

の
度
合
い
が
高
い
サ
バ
ナ
気

候
と
な
り
、
こ
こ
で
は
水
不

足
に
悩
ま
さ
れ
て
い
る
。

国
内
人
口
の
過
半
数
が
日

本
の
本
州
の
半
分
程
度
の
ジ

ャ
ワ
島
に
集
中
し
て
い
る
。

そ
の
結
果
、
乾
季
に
は
増
加

す
る
水
需
要
に
、
供
給
が
追

い
付
か
な
い
状
態
と
な

っ
て

い
る
。
も
ち
ろ
ん
乾
季
に
対

応
す
る
た
め
に
多
く
の
ダ
ム

が
建
設
さ
れ
て
き
た
が
、
上

流
区
域
の
大
規
模
な
森
林
伐

採
や
、
同
国
の
地
質
は
も
と

も
と
脆
弱
な
こ
と
な
ど
に
よ

リ
ダ
ム
ヘ
の
堆
砂
流
入
が
激

ド
・・一一一一子‐‐‐‐‐―‐‐
―
シ

し
く
急
激
に
ダ
ム
の
貯
水
量

が
減
少
し
て
い
る
。
ま
た
水

イ
ン
フ
ラ
の
整

っ
て
い
な
い

ジ
ャ
ワ
島
の
沿
岸
地
区
で
は

大
量
の
地
下
水
汲
み
上
げ
に

よ
り
深
刻
な
地
盤
沈
下
が
進

行
し
て
い
る
。

国
全
体
と
す
れ
ば
年
間
降

雨
量
も
多
く
、
国
民
１
人
当

た
り
の
水
資
源
賦
存
量
は
日

本
の
約
２

ｏ
５
倍
で
あ
る

が
、
水
イ
ン
フ
ラ
が
整

っ
て

い
な
い
の
で
効
率
的
な
利
用

が
な
さ
れ
て
い
な
い
。

都
市
部
へ
の
人
口
の
集
中

に
伴
い
、
水
質
汚
染
の
問
題

も
深
刻
化
し
て
い
る
。
下
水

道
普
及
率
は
低
く
、
ほ
と
ん

ど
処
理
さ
れ
な
い
ま
ま
河
川

や
湖
沼
に
放
流
さ
れ
て
い

る
。
特
に
乾
季
に
は
河
川
流

量
が
低
下
す
る
の
で
、
水
質

汚
染
が
顕
著
に
な
る
。

改
善
さ
れ
た
水
供
給
へ
の

ア
ク
セ
ス
は
都
市
部
で
は
８２

の
と
高
い
も
の
の
農
村
部
で

は
上
下
水
道
の
普
及
率
は
低

く
、
ま
た
水
道
の
無
収
水
率

は
３
割
を
超
え
て
い
る
も
の

が
多
い
。

国
全
体
と
し
て
上
水
道
普

及
率
は
約
３‐
晰
、
下
水
道
は

３
晰

で
あ
る

（
１０

年

統

計
）。

上
下
水
道
の
市
場
規
模
は

１０
年
で
約
９

・
２８
億

ノレド
、
こ

れ
が
１６
年
に
は
１５

ｏ
４３
億

ノンド

と
ｌ

ｏ
６
倍
に
な
る
と
予
測

さ
れ
て
い
る
。
同
国
政
府
は

上
下
水
道
の
普
及
率
を
上
げ

る
た
め
に
、
民
間
企
業
の
参

入
を
認
め
て
い
る
が
、
■
年

現
在
で
上
水
道
事
業
へ
の
民

間
参
入
率
は
約
５
晰
、
下
水

道
事
業
へ
の
民
間
参
入
率
は

ゼ
ロ
で
あ
る
。

闇
関
閣
□

排
水
基
準
は
、
州
政
府
、

県
、
市
に
よ
っ
て
バ
ラ
バ
ラ

な
場
合
が
多
い
。
日
系
企
業

が
入
る
工
業
団
地
で
も
国
の

基
準
よ
り
厳
し
い
排
水
基
準

の
あ
る
と
こ
ろ
や
、
国
が
定

め
て
い
る
産
業
別
の
排
水
基

準
を
採
用
し
て
な
い
自
治
体

も
多
く
、
ま
た
厳
し
い
罰
則

規
定
を
盛
り
込
ん
で
い
る
自

治
体
も
多
い
。
も
ち
ろ
ん
企

業
誘
致
優
先
で
、
国
の
基
準

よ
り
緩
や
か
な
自
治
体
も
あ

り
ま
ち
ま
ち
で
あ
る
。
進
出

に
当
た
っ
て
は
、
給
水
条
件

は
も
ち
ろ
ん
の
こ
と
、
排
水

基
準
の
現
地
調
査
が
不
可
欠

で
あ
る
。
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イ
水資源 の状況 (2011年 )

イン ドネシア 日 本

年間降水量 2,702mmノ /勺F 1,668■lln//勺F
水資源賦存量

地表水

地下水

2,019kぽ /年
1,973kぽ /年
457.4kぽ ノ/生F

430kni/年
420k浦 /′

`手
27kぽ /′ イ手

1人当た り

水資源 賦存量
8,332請 /A・ 年 3,399r♂ ノ/A・ 準F

上
下
水
道
の
普
及
状
況


